
2023年 10月 8日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒501番（MK姉） 

『わがため傷つき』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 4:7~14節（MM姉） 

『サマリアの女が水をくみに来た。イエスは、「水を飲ませてください」と言われた。弟子たちは食べ物を買

うために町に行っていた。すると、サマリアの女は、「ユダヤ人のあなたがサマリアの女のわたしに、どうし

て水を飲ませてほしいと頼むのですか」と言った。ユダヤ人はサマリア人とは交際しないからである。イエス

は答えて言われた。「もしあなたが、神の賜物を知っており、また、『水を飲ませてください』と言ったのがだ

れであるか知っていたならば、あなたの方からその人に頼み、その人はあなたに生きた水を与えたことであろ

う。」女は言った。「主よ、あなたはくむ物をお持ちでないし、井戸は深いのです。どこからその生きた水を手

にお入れになるのですか。あなたは、わたしたちの父ヤコブよりも偉いのですか。ヤコブがこの井戸をわたし

たちに与え、彼自身も、その子供や家畜も、この井戸から水を飲んだのです。」イエスは答えて言われた。「こ

の水を飲む者はだれでもまた渇く。しかし、わたしが与える水を飲む者は決して渇かない。わたしが与える

水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る。」』 

 

礼拝讃美歌⇒503番 

『天つ真清水』 

 

聖書⇒詩編 32:1~5節（SK兄） 

『【ダビデの詩。マスキール。】 

いかに幸いなことでしょう／背きを赦され、罪を覆っていただいた者は。 

いかに幸いなことでしょう／主に咎を数えられず、心に欺きのない人は。 

わたしは黙し続けて／絶え間ない呻きに骨まで朽ち果てました。 

御手は昼も夜もわたしの上に重く／ 

わたしの力は／夏の日照りにあって衰え果てました。〔セラ 

わたしは罪をあなたに示し／咎を隠しませんでした。 

わたしは言いました／「主にわたしの背きを告白しよう」と。 

そのとき、あなたはわたしの罪と過ちを／赦してくださいました。〔セラ』 

 



聖書⇒ヨハネによる福音書 13:3~5、14~15節 

『イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだねられたこと、また、御自分が神のもとから来て、神のもとに帰

ろうとしていることを悟り、食事の席から立ち上がって上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。それ

から、たらいに水をくんで弟子たちの足を洗い、腰にまとった手ぬぐいでふき始められた。 

 

ところで、主であり、師であるわたしがあなたがたの足を洗ったのだから、あなたがたも互いに足を洗い合わ

なければならない。わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもするようにと、模範を示したのである。』 

 

礼拝讃美歌⇒490番（旧 276番）（KH兄） 

『尊きかなわれさえ』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒145番（旧 60番） 

『主イエスよわれらは』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 5章 5節（KH兄） 

『柔和な人々は、幸いである、／その人たちは地を受け継ぐ。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 5章 39c節 



『だれかがあなたの右の頬を打つなら、左の頬をも向けなさい。』 

 

聖書⇒ペトロの手紙一 2:23~24節 

『ののしられてもののしり返さず、苦しめられても人を脅さず、正しくお裁きになる方にお任せになりました。

そして、十字架にかかって、自らその身にわたしたちの罪を担ってくださいました。わたしたちが、罪に対し

て死んで、義によって生きるようになるためです。そのお受けになった傷によって、あなたがたはいやされま

した。』 

 

聖書⇒創世記 13:8~9節 

『アブラムはロトに言った。「わたしたちは親類どうしだ。わたしとあなたの間ではもちろん、お互いの羊飼

いの間でも争うのはやめよう。あなたの前には幾らでも土地があるのだから、ここで別れようではないか。あ

なたが左に行くなら、わたしは右に行こう。あなたが右に行くなら、わたしは左に行こう。」』 

 

聖書⇒詩編 37:11、（9、22）、14~15、34a節 

『貧しい人は地を継ぎ／豊かな平和に自らをゆだねるであろう。 

 

悪事を謀る者は断たれ／主に望みをおく人は、地を継ぐ。 

 

神の祝福を受けた人は地を継ぐ。神の呪いを受けた者は断たれる。 

 

主に逆らう者は剣を抜き、弓を引き絞り／貧しい人、乏しい人を倒そうとし／ 

まっすぐに歩む人を屠ろうとするが 

その剣はかえって自分の胸を貫き／弓は折れるであろう。 

 

主に望みをおき、主の道を守れ。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 11:28~30節 

『疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。わたしは柔和で謙遜な

者だから、わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得られる。わたしの

軛は負いやすく、わたしの荷は軽いからである。」』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 19:4~6a節（ES姉） 

『ピラトはまた出て来て、言った。「見よ、あの男をあなたたちのところへ引き出そう。そうすれば、わたし

が彼に何の罪も見いだせないわけが分かるだろう。」イエスは茨の冠をかぶり、紫の服を着けて出て来られた。

ピラトは、「見よ、この男だ」と言った。祭司長たちや下役たちは、イエスを見ると、「十字架につけろ。十字

架につけろ」と叫んだ。』 

 



聖書⇒ヨハネによる福音書 19:10~11節 

『そこで、ピラトは言った。「わたしに答えないのか。お前を釈放する権限も、十字架につける権限も、この

わたしにあることを知らないのか。」イエスは答えられた。「神から与えられていなければ、わたしに対して何

の権限もないはずだ。だから、わたしをあなたに引き渡した者の罪はもっと重い。」』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 18:28~19:16節 

『人々は、イエスをカイアファのところから総督官邸に連れて行った。明け方であった。しかし、彼らは自分

では官邸に入らなかった。汚れないで過越の食事をするためである。そこで、ピラトが彼らのところへ出て来

て、「どういう罪でこの男を訴えるのか」と言った。彼らは答えて、「この男が悪いことをしていなかったら、

あなたに引き渡しはしなかったでしょう」と言った。ピラトが、「あなたたちが引き取って、自分たちの律法

に従って裁け」と言うと、ユダヤ人たちは、「わたしたちには、人を死刑にする権限がありません」と言った。

それは、御自分がどのような死を遂げるかを示そうとして、イエスの言われた言葉が実現するためであった。

そこで、ピラトはもう一度官邸に入り、イエスを呼び出して、「お前がユダヤ人の王なのか」と言った。イエ

スはお答えになった。「あなたは自分の考えで、そう言うのですか。それとも、ほかの者がわたしについて、

あなたにそう言ったのですか。」ピラトは言い返した。「わたしはユダヤ人なのか。お前の同胞や祭司長たちが、

お前をわたしに引き渡したのだ。いったい何をしたのか。」イエスはお答えになった。「わたしの国は、この世

には属していない。もし、わたしの国がこの世に属していれば、わたしがユダヤ人に引き渡されないように、

部下が戦ったことだろう。しかし、実際、わたしの国はこの世には属していない。」そこでピラトが、「それで

は、やはり王なのか」と言うと、イエスはお答えになった。「わたしが王だとは、あなたが言っていることで

す。わたしは真理について証しをするために生まれ、そのためにこの世に来た。真理に属する人は皆、わたし

の声を聞く。」ピラトは言った。「真理とは何か。」ピラトは、こう言ってからもう一度、ユダヤ人たちの前に

出て来て言った。「わたしはあの男に何の罪も見いだせない。ところで、過越祭にはだれか一人をあなたたち

に釈放するのが慣例になっている。あのユダヤ人の王を釈放してほしいか。」すると、彼らは、「その男ではな

い。バラバを」と大声で言い返した。バラバは強盗であった。そこで、ピラトはイエスを捕らえ、鞭で打たせ

た。兵士たちは茨で冠を編んでイエスの頭に載せ、紫の服をまとわせ、そばにやって来ては、「ユダヤ人の王、

万歳」と言って、平手で打った。ピラトはまた出て来て、言った。「見よ、あの男をあなたたちのところへ引

き出そう。そうすれば、わたしが彼に何の罪も見いだせないわけが分かるだろう。」イエスは茨の冠をかぶり、

紫の服を着けて出て来られた。ピラトは、「見よ、この男だ」と言った。祭司長たちや下役たちは、イエスを

見ると、「十字架につけろ。十字架につけろ」と叫んだ。ピラトは言った。「あなたたちが引き取って、十字架

につけるがよい。わたしはこの男に罪を見いだせない。」ユダヤ人たちは答えた。「わたしたちには律法があり

ます。律法によれば、この男は死罪に当たります。神の子と自称したからです。」ピラトは、この言葉を聞い

てますます恐れ、再び総督官邸の中に入って、「お前はどこから来たのか」とイエスに言った。しかし、イエ

スは答えようとされなかった。そこで、ピラトは言った。「わたしに答えないのか。お前を釈放する権限も、

十字架につける権限も、このわたしにあることを知らないのか。」イエスは答えられた。「神から与えられてい

なければ、わたしに対して何の権限もないはずだ。だから、わたしをあなたに引き渡した者の罪はもっと重い。」

そこで、ピラトはイエスを釈放しようと努めた。しかし、ユダヤ人たちは叫んだ。「もし、この男を釈放する

なら、あなたは皇帝の友ではない。王と自称する者は皆、皇帝に背いています。」ピラトは、これらの言葉を

聞くと、イエスを外に連れ出し、ヘブライ語でガバタ、すなわち「敷石」という場所で、裁判の席に着かせた。



それは過越祭の準備の日の、正午ごろであった。ピラトがユダヤ人たちに、「見よ、あなたたちの王だ」と言

うと、彼らは叫んだ。「殺せ。殺せ。十字架につけろ。」ピラトが、「あなたたちの王をわたしが十字架につけ

るのか」と言うと、祭司長たちは、「わたしたちには、皇帝のほかに王はありません」と答えた。そこで、ピ

ラトは、十字架につけるために、イエスを彼らに引き渡した。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:45~49節 

『最初の人アダムは命のある生き物となった」と書いてありますが、最後のアダムは命を与える霊となったの

です。最初に霊の体があったのではありません。自然の命の体があり、次いで霊の体があるのです。最初の人

は土ででき、地に属する者であり、第二の人は天に属する者です。土からできた者たちはすべて、土からでき

たその人に等しく、天に属する者たちはすべて、天に属するその人に等しいのです。わたしたちは、土からで

きたその人の似姿となっているように、天に属するその人の似姿にもなるのです。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒101番（旧 18番）（KH兄） 

『柔和にいまして』 

 

 

 

《建徳要旨》 


